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令
和
四
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、
三
月

一
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設
置
さ
れ
た
十
二

名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
五
日
間
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
木
﨑 

剛 

予

算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審
査

概
要
が
報
告
さ
れ
、
討
論
、
個
別
採
決
の
結

果
、
令
和
四
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
・

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介
護
保
険
事
業
会

計
の
三
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
な

ら
び
に
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
は
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
「
議
案
第
二
十
三
号
令
和
四
年

度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
付
帯

決
議
に
関
す
る
動
議
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
（
な
お
、
予
算
特

別
委
員
会
で
の
付
帯
決
議
を
受
け
て
提
出
さ

れ
た
「
議
員
提
出
議
案
第
三
号
　
議
案
第
二

十
三
号
令
和
四
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
予

令
和
四
年
度
予
算
を
可
決

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
　
く
ら
し
と
地
域
を
守
り
育
む
予
算

　
一
般
会
計
は
七
百
六
億
円

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
八
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
四
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
四
年
度
武
蔵
野
市
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
三
十
五
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
東
京
外
か
く
環
状

道
路
（
関
越
～
東
名
）
工
事
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
二
件
の
議
員
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

算
に
関
す
る
付
帯
決
議
」
は
、
二
十
八
日

の
本
会
議
開
会
前
に
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
）
。

　
こ
れ
に
よ
り
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に

代
表
質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員

会
審
査
概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す
る
討

論
、
八
面
に
決
議
を
掲
載
）
。

市
立
文
化
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
関
す
る
八
議
案
を
可
決

　
三
月
四
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
、
同
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、「
武

蔵
野
市
立
武
蔵
野
公
会
堂
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
」
等
、
市
立
の
八
つ
の
文
化

施
設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
八
議
案

が
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
各
施
設
の
現
指
定
管
理
者
で

あ
る
武
蔵
野
文
化
事
業
団
が
、
武
蔵
野
生

涯
学
習
振
興
事
業
団
と
合
併
す
る
こ
と
に

よ
り
、
令
和
四
年
四
月
一
日
に
新
た
に
発
足

す
る
武
蔵
野
文
化
生
涯
学
習
事
業
団
を
改

め
て
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
武
蔵
野
文
化
事
業
団
は
こ
れ
ま
で
指
定

管
理
者
と
し
て
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け

つ
つ
、
施
設
の
管
理
運
営
を
着
実
に
遂
行

し
て
お
り
、
引
き
続
き
合
併
後
の
法
人
を

指
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
芸
術
文
化

行
政
の
充
実
と
適
切
な
管
理
運
営
が
図
ら

れ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
期
間
は
、
現
在
の
指
定
期
間
の
残

り
期
間
と
な
る
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令

和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

副
市
長
の
選
任
に
同
意

　
三
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
、
副
市
長

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会

一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
四
月

一
日
か
ら
の
四
年
間
で
す
。

■
副
市
長
：
伊
藤
英
穂 

氏

　
昭
和
六
十
三
年
入
庁

後
、
市
民
部
交
流
事
業
担

当
部
長
、
子
ど
も
家
庭
部
長
を
経
て
、
令

和
二
年
四
月
か
ら
財
務
部
長
。
五
十
六
歳
。

○
次
号
の
市
議
会
だ
よ
り
388

号
に
つ
い
て
は
、

一

面
写
真
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
市
民
憩
い
の
地
「
武
蔵
野
中
央
公
園
の
早
春
賦
景
色
」
」

撮
影
：
小
原
純
雄
（
西
東
京
市
）

場
所
：
武
蔵
野
中
央
公
園
（
二

〇

二

二
年
四
月
一
日
）

コ
ロ
ナ
禍
三
年
目
の
春
「
令
和
四
年
・
新
年
度
」
を
迎
え
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
市
民
の
憩
い
の
地
「
武
蔵
野
中
央

公
園
」
内
の
桜
も
開
花
し
、
菜
の
花
も
咲
き
誇
る
園
内
に
憩
い
を
求
め
て
集
う
様
の
早
春
賦
景
色
を
「
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
ま

す
よ
う
に
！
」
と
願
い
な
が
ら
撮
影
し
た
一
枚
で
す
。
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「施政方針」は武蔵野市役

所のホームページでご覧い

ただけます。また、市役所

の市政資料コーナー、各図

書館、武蔵野プレイスで閲

覧できます。

　２月24日、市長の施政方針に対して、８名の各会派代表者による代表質問が行われました。以下はその要旨です。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

小
美
濃
安
弘
　
議
員

市
の
設
置
す
る
検
討
会
な
ど
は
市
民
に

疑
義
を
与
え
な
い
よ
う
明
確
な
基
準
を

自
治
と
共
生
●

山
本
あ
つ
し
　
議
員

自
治
と
は
地
域
の
多
様
性
で
あ
り
、
豊

か
な
多
様
性
が
地
域
社
会
を
強
く
す
る

市
議
会
公
明
党
●

落
合
勝
利
　
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し

的
確
な
情
報
提
供
と
対
応
を

立
憲
民
主
ネ
ッ
ト
●

西
園
寺
み
き
こ
　
議
員

百
年
後
の
検
証
に
堪
え
る
長
期
的
な

視
点
で
、
市
政
を
前
進
さ
せ
よ

一
九
七
一
年
の
コ
ミ
ュ
ニ 

テ
ィ
構
想
公
表
当
時
は
、
市
民
参

加
は
執
行
権
侵
害
と
批
判
さ
れ
た

が
、
現
在
で
は
自
治
の
基
本
原
則

と
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
手
法
を

取
り
入
れ
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
が
あ
る
が
、
目
の
前
の
声
に
と

ら
わ
れ
ず
、
市
政
を
長
期
的
な
視

点
で
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
理

解
し
て
よ
い
か
伺
う
。

施
政
方
針
で
は
市
民
参
加
の

在
り
方
に
つ
い
て
い
ま
一
度
よ
く

考
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

に
何
を
ど
う
考
え
る
の
か
伺
う
。

市
や
議
会
が
一
方
的
に
情
報

を
提
供
し
機
会
を
保
障
し
て
も
、

一
方
通
行
に
な
る
。
市
民
参
加
に

は
相
互
の
努
力
が
必
要
で
、
市
民

み
ず
か
ら
考
え
行
動
し
て
ほ
し
い
。

住
民
投
票
条
例
案
の
再
提
出

に
あ
た
っ
て
は
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー

ト
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

自
治
基
本
条
例
や
住
民
投
票

条
例
案
に
特
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
う
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
伺
う
中
で
今
後
検
討
し
た
い
。

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
に

関
す
る
懇
談
会
は
要
綱
を
根
拠
に

設
置
さ
れ
た
が
、
条
例
で
の
設
置

を
要
す
る
附
属
機
関
に
当
た
る
可

能
性
が
あ
り
、
形
式
的
な
違
法
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

顧
問
弁
護
士
に
も
相
談
し
検

証
す
る
中
で
、
現
在
の
運
用
に
つ

い
て
妥
当
性
が
あ
る
と
確
認
し
て

お
り
、
懇
談
会
は
附
属
機
関
で
は

な
く
違
法
性
は
な
い
と
認
識
す
る
。

今
ま
で
要
綱
で
行
っ
て
き
た

検
討
委
員
会
な
ど
の
設
置
基
準
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
必
要
に
応
じ

て
条
例
で
附
属
機
関
を
設
置
す
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

附
属
機
関
の
設
置
や
要
綱
で

の
設
置
に
関
し
、
調
査
の
う
え
一

定
の
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

が
必
要
だ
と
現
時
点
で
は
考
え
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
に
関
し
、

大
規
模
改
修
の
期
間
の
み
各
種
健

診
事
業
を
民
間
委
託
し
仮
設
建
物

で
対
応
で
き
な
い
か
。
ま
た
子
ど

も
と
子
育
て
支
援
の
た
め
の
複
合

施
設
を
新
築
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
を
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

仮
設
で
対
応
す
る
場
合
は
、

検
査
機
器
の
移
設
が
複
数
回
必
要

と
な
り
難
し
い
。
一
年
弱
の
間
検

査
を
す
べ
て
民
間
に
委
託
す
る
こ

と
も
困
難
だ
。
ま
た
、
複
合
施
設

を
初
め
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
入

れ
る
議
論
は
行
っ
て
い
な
い
。

「
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な

き
な
り
」
と
あ
る
と
お
り
、
正
し

い
と
思
う
こ
と
に
反
対
す
る
人
が

い
た
と
し
て
も
、
百
年
後
の
検
証

に
堪
え
る
視
点
で
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
長
期
的

な
視
点
で
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。

住
民
投
票
条
例
案
の
反
対
理

由
に
、
意
見
交
換
会
の
参
加
者
数

が
少
な
い
こ
と
等
が
あ
っ
た
。
市

民
参
加
の
質
は
数
字
だ
け
で
は
判

断
で
き
な
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

多
く
の
市
民
の
方
に
情
報
が

行
き
届
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

提
供
す
る
情
報
の
性
質
や
発
信
す

べ
き
対
象
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
情
報

が
行
き
届
い
た
と
す
る
基
準
の
設

定
は
難
し
い
。
伝
え
る
だ
け
で
な

く
、
伝
わ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

青
空
市
を
む
さ
し
の
フ
ェ
ス

タ
（
仮
称
）
に
改
編
す
る
に
あ
た

り
、
さ
ら
な
る
環
境
負
荷
低
減
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
が
見
解
は
。

環
境
配
慮
は
す
で
に
ス
タ
ン 

ダ
ー
ド
で
あ
り
、
引
き
続
き
意
識

さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

子
ど
も
が
安
心
し
て
生
き
る

権
利
を
保
障
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
せ
る
相
談
機
能
や
解
決
す
る

制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
の
権
利
擁
護
委
員
の

設
置
は
必
要
と
考
え
る
が
、
社
会

全
体
で
子
ど
も
の
権
利
侵
害
の
予

防
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

明
石
市
等
で
始
ま
っ
て
い
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

ま
ず
は
令
和
四
年
度
よ
り
始

ま
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

確
実
な
実
施
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
で
市
は
何

を
し
よ
う
と
し
、
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
か
伺
う
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
仕
組
み
と
基
準
を
定
め

た
条
例
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
を
促
す
新
た
な
取
り
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
。

学
校
教
育
の
中
で
、
子
ど
も

の
権
利
条
例
の
制
定
を
ど
う
生
か

し
て
い
く
の
か
伺
う
。

条
例
制
定
前
か
ら
、
そ
の
趣

旨
や
意
味
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
の
理
解
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

健
康
寿
命
延
伸
の
具
体
的
な

手
だ
て
と
政
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

令
和
四
年
度
は
計
画
策
定
に

向
け
た
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

課
題
解
決
に
つ
な
が
る
調
査
内
容

を
検
討
す
る
。
市
民
の
自
主
性
や

主
体
性
を
生
か
し
た
テ
ン
ミ
リ
オ

ン
ハ
ウ
ス
や
レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
な
ど
、

本
市
が
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
互

助
・
共
助
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

推
進
し
て
い
く
。

自
治
基
本
条
例
に
規
定
さ
れ

て
い
る
住
民
参
加
の
実
体
と
し
て
、

市
民
の
役
割
お
よ
び
協
働
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
も
う
一
段
強
く

意
識
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

条
例
で
は
自
治
の
基
本
原
則

の
一
つ
に
協
働
を
位
置
づ
け
、
推

進
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
多
様

な
主
体
の
自
主
性
や
主
体
性
を
尊

重
し
、
対
等
な
立
場
で
協
働
に
取

り
組
む
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

が
最
大
限
発
揮
さ
れ
、
公
共
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

自
治
と
は
、
地
域
の
協
働
と

多
様
性
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

思
想
信
条
や
性
別
、
国
籍
で

住
民
を
分
け
る
こ
と
な
く
、
同
じ

ま
ち
に
暮
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
員
と
し
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
共
に
公
共
的
課
題
の
解
決
を

図
る
取
り
組
み
で
あ
る
協
働
の
推

進
や
、
豊
か
で
多
様
な
市
民
文
化

の
醸
成
に
つ
な
が
り
、
多
様
性
を

地
域
社
会
の
強
み
に
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
陽
性
者
や
濃
厚
接
触
者
の
取
る

べ
き
行
動
に
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

陽
性
者
の
急
増
に
伴
い
保
健

所
や
都
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
電

話
が
つ
な
が
ら
な
い
と
聞
い
て
い

る
。
現
状
は
市
の
自
宅
療
養
者
支

援
セ
ン
タ
ー
が
丁
寧
に
対
応
し
て

お
り
、
市
と
し
て
陽
性
者
や
そ
の

家
族
の
不
安
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

要
介
護
高
齢
者
を
支
え
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
課
題
認
識
と

具
体
的
な
方
向
性
を
伺
う
。

特
定
の
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護
事

業
者
だ
け
で
は
な
い
訪
問
介
護
、

訪
問
看
護
や
訪
問
診
療
に
つ
い
て

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
ま
ち
ぐ
る

み
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
推
進
強
化
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

通
信
環
境
整
備
に
関
し
、
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
つ
い
て
、
市
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
は
ど
う
取
り
組
む
か
。

試
行
事
業
を
行
う
中
で
、
個

人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、
市

の
役
割
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

気
候
市
民
会
議
の
役
割
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

会
議
の
中
で
気
候
危
機
打
開

武
蔵
野
市
民
活
動
プ
ラ
ン
（
仮
称
）

を
作
成
し
、
市
民
が
み
ず
か
ら
考

え
行
動
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
た
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
体
系
的
な

取
り
組
み
を
伺
う
。

現
計
画
で
は
公
共
施
設
に
の

み
基
本
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た

が
、
第
二
期
計
画
で
は
公
共
施
設

と
都
市
基
盤
施
設
に
分
け
、
総
合

的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
。

生
き
る
力
を
育
む
幼
児
教
育

に
つ
い
て
課
題
認
識
を
伺
う
。

幼
児
に
と
っ
て
は
遊
び
が
重

要
な
学
習
と
認
識
す
る
が
、
幼
児

教
育
施
設
に
よ
っ
て
教
育
に
対
す

る
考
え
は
異
な
る
。
施
設
と
小
学

校
の
合
同
研
修
や
、
施
設
ど
う
し

の
交
流
活
動
の
活
発
化
が
必
要
だ
。

施政方針を質す
ただ

代 表 質 問
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日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●

本
間
ま
さ
よ
　
議
員

感
染
対
策
の
要
、
検
査
、
医
療
、

暮
ら
し
支
援
の
施
策
を
前
に

小
さ
な
声
を
活
か
す
会
●

山
本
ひ
と
み
　
議
員

差
別
や
排
外
主
義
を
無
く
し

多
様
性
を
生
か
す
開
か
れ
た
社
会
へ

差
別
や
排
外
主
義
を
ど
の
よ

う
に
無
く
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

国
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
の

施
行
を
受
け
、
規
制
へ
の
見
解
は
。

差
別
を
あ
お
る
表
現
や
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
は
決
し
て
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
今
後
も
人
権
尊
重
思

想
の
啓
発
活
動
を
通
じ
、
表
現
の

自
由
を
担
保
し
た
う
え
で
、
根
絶

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制

強
化
と
、
希
望
す
る
市
民
へ
検
査

キ
ッ
ト
配
布
を
求
め
る
が
見
解
は
。

検
査
助
成
は
広
域
で
行
う
べ

き
。
独
自
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

多
摩
府
中
保
健
所
の
体
制
強

化
に
つ
い
て
都
と
の
協
議
状
況
は
。

都
知
事
よ
り
、
令
和
三
年
度

中
に
保
健
所
の
感
染
症
対
策
業
務

を
調
査
分
析
し
、
在
り
方
を
検
討

自
治
基
本
条
例
制
定
の
経
過

と
現
状
の
評
価
は
。

議
会
で
特
別
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
令
和
二
年
三
月
に
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
制
定
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
市
民
自
治
の
推
進

が
図
ら
れ
る
も
の
と
認
識
す
る
。

住
民
投
票
制
度
の
今
後
の
検

討
に
つ
き
、
常
設
型
で
あ
る
こ
と
、

国
籍
に
よ
る
差
別
を
設
け
な
い
こ

と
等
が
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
民
へ
の
周
知
不
足
と
い
う

ご
指
摘
を
受
け
止
め
、
い
ま
一
度

よ
く
考
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

原
発
事
故
か
ら
十
一
年
。
影

響
と
評
価
に
関
し
、
見
解
を
伺
う
。

ひ
と
た
び
事
故
が
起
き
た
と

す
る
と
の
前
向
き
な
回
答
を
頂
い

た
。
今
後
検
討
状
況
を
確
認
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
学
校

等
の
休
校
等
に
際
し
、
保
護
者
に

有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
者

を
対
象
と
す
る
小
学
校
休
業
等
対

応
助
成
金
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。

積
極
的
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

保
護
者
に
加
え
事
業
者
に
も

理
解
が
広
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
に

関
す
る
懇
談
会
に
参
加
し
た
議
員

は
、
こ
の
懇
談
会
は
附
属
機
関
で

は
な
い
と
発
言
し
て
い
る
が
、
そ

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
伺
う
。

附
属
機
関
で
は
な
く
、
要
綱

に
基
づ
き
行
政
運
営
上
の
意
見
聴

き
の
被
害
は
甚
大
で
、
社
会
生
活

へ
の
影
響
は
大
き
い
こ
と
か
ら
も
、

原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
を
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

十
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金

に
関
し
て
、
他
自
治
体
で
は
、
所

得
制
限
を
無
く
す
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
と
同
程
度
の
所
得
の
世
帯

に
も
独
自
に
支
援
す
る
な
ど
の
例

が
あ
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

現
時
点
で
市
独
自
の
基
準
を

設
け
て
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
増
改
築
に
際

し
て
は
、
不
登
校
児
童
の
居
場
所

の
移
転
・
拡
充
や
、
障
が
い
者
と

医
療
の
連
携
を
図
る
べ
き
で
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
聞
き
な
が

ら
来
年
度
基
本
計
画
を
示
し
た
い
。

吉
祥
寺
本
町
旧
赤
星
邸
利
活

用
計
画
へ
の
市
民
参
加
の
手
法
は
。

令
和
四
年
度
に
利
活
用
を
検

討
す
る
場
を
設
け
、
公
募
に
よ
り

市
民
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
く
。

取
、
情
報
や
政
策
等
に
関
し
て
助

言
を
求
め
る
場
と
し
て
設
置
し
た
。

難
聴
高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購

入
等
助
成
が
都
内
で
も
広
が
る
中
、

本
市
で
も
実
施
す
べ
き
で
は
。

令
和
四
年
度
に
実
施
予
定
の

各
種
実
態
調
査
に
よ
り
市
民
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
先
行
自
治
体
の
例

も
研
究
し
な
が
ら
次
期
高
齢
者
福

祉
計
画
策
定
の
中
で
検
討
し
た
い
。

日
本
国
憲
法
施
行
七
十
五
周

年
を
踏
ま
え
、
憲
法
を
身
近
な
も

の
と
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

憲
法
関
連
冊
子
の
配
布
、
活
用
を

今
ま
で
以
上
に
広
げ
る
べ
き
で
は
。

基
本
的
人
権
の
尊
重
や
平
和

等
の
憲
法
の
精
神
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
行
う
記
念
行
事
や
各
種
平
和
事

業
で
「
子
ど
も
と
お
と
な
の
日
本

国
憲
法
」「
平
和
・
憲
法
手
帳
」
を

配
布
し
て
い
る
。
今
後
市
報
や
学

校
の
校
長
会
で
も
周
知
し
て
い
く
。

ワ
ク
ワ
ク
は
た
ら
く
●

宮
代
一
利
　
議
員

伝
統
の
継
承
と
社
会
の
変
化
へ
の

対
応
の
た
め
未
来
に
向
け
た
施
策
を

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

与
座 

武 

議
員

小
学
五
年
生
の
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル

宿
泊
日
数
削
減
は
撤
回
せ
よ

武
蔵
野
市
民
科
の
授
業
数
確

保
の
た
め
、
小
学
五
年
生
の
セ
カ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
宿
泊
日
数
削
減
が

示
さ
れ
た
。
児
童
ど
う
し
の
よ
り

よ
い
人
間
関
係
の
形
成
を
育
む
点

か
ら
、
従
来
の
泊
数
で
実
施
し
て

ほ
し
い
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

自
然
体
験
活
動
の
重
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。

憲
法
月
間
行
事
に
つ
い
て
は
、

社
会
状
況
や
時
代
の
急
速
な
変
化

に
伴
い
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に

熟
慮
し
応
え
る
た
め
、
未
来
志
向

の
議
論
を
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

憲
法
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
社
会
状
況
の
変
化
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
継
続
的
に
実
施
す
る
。

首
都
直
下
型
地
震
の
発
生
確

率
が
危
険
域
に
入
っ
て
い
る
現
在
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
重
い

責
務
を
負
う
市
長
と
し
て
、
市
の

防
災
対
策
へ
の
見
解
を
伺
う
。

公
助
と
し
て
震
災
時
で
も
都

市
機
能
を
維
持
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
自
助
や
共
助
の
推
進

に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
市
民
一
人
一
人
の
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
生
活
困
窮
者
へ
の
現
金

給
付
が
行
わ
れ
た
が
、
財
政
規
律

の
確
保
、
公
金
支
出
の
公
平
性
・

公
正
性
の
担
保
等
に
鑑
み
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
の
生
活
困
窮
者
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

生
活
困
窮
者
の
状
況
に
応
じ

て
適
切
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

国
等
の
制
度
の
動
向
を
注
視
し
市

独
自
の
支
援
策
も
継
続
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
に
陥
っ
て
い
る
若

者
支
援
は
包
括
的
か
つ
継
続
的
に

そ
の
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。
子
ど
も
の
権
利
条
例
と
の
関

係
も
含
め
、
支
援
策
の
方
向
性
は
。

若
者
支
援
は
年
齢
幅
が
広
く
、

条
例
と
は
別
で
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
は
じ

め
、
相
談
内
容
に
応
じ
各
相
談
支

援
機
関
が
連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

武
蔵
野
市
が
目
指
す
社
会
像

と
は
何
か
。

武
蔵
野
市
な
ら
で
は
の
地
域

共
生
社
会
を
推
進
し
、
イ
ン
ク 

ル
ー
シ
ブ
（
包
含
・
包
摂
）
な
社

会
を
目
指
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定

す
る
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
全
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
未
来
に
わ
た
り
子

ど
も
の
尊
厳
と
権
利
を
尊
重
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
制
定
す
る
。

コ
ミ
セ
ン
が
抱
え
る
担
い
手

の
固
定
化
や
人
員
不
足
と
い
う
課

題
の
解
決
に
向
け
、
市
と
し
て
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
努

力
に
よ
り
、
コ
ミ
セ
ン
の
認
知
度

は
五
十
％
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら

な
る
市
民
交
流
の
た
め
、
Ｗ
ｉ
－

Ｆ
ｉ
整
備
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
基
盤
整
備
の
面
で
支
援
し
た
い
。

テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
を
世

代
融
合
型
の
複
合
施
設
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

あ
お
ば
や
花
時
計
の
乳
幼
児

親
子
の
ひ
ろ
ば
の
事
例
等
も
参
考

に
、
課
題
を
整
理
し
て
検
討
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
習
者

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
を
望
む

声
も
あ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

双
方
向
の
や
り
取
り
を
実
現

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
学
校
に
通

知
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
を
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
に
変
え
る
と
、
本
市

が
大
切
に
す
る
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
授
業
の

実
践
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

気
候
市
民
会
議
と
環
境
の
学

校
が
目
指
す
も
の
は
何
か
伺
う
。

気
候
市
民
会
議
は
市
民
主
体

の
議
論
を
通
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
市
民
の
日
々
の
行
動

指
針
と
な
る
気
候
危
機
打
開
武
蔵

野
市
民
活
動
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
の

策
定
を
目
指
す
。
環
境
の
学
校
は

環
境
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

市長の施政方針
誰もが安心して暮らし続けられるまちへ

くらしと地域を守り育む予算

松下玲子　市長

市政運営の基本的考え  

1 多様性を認め合う　支え合いのまちづくり

2 未来ある子どもたちが　希望を持ち健やかに暮らせるまちづくり

3 コミュニティを育む　市民自治のまちづくり

4 このまちにつながる誰もが　住み・学び・働き・楽しみ続けられるまちづくり

5 限りある資源を生かした　持続可能なまちづくり

主要な施策の体系  
（Ⅰ）健康・福祉

（Ⅱ）子ども・教育

（Ⅲ）平和・文化・市民生活

（Ⅳ）緑・環境

（Ⅴ）都市基盤

（Ⅵ）行財政

【市長が 2月 21 日の本

会議で行った「施政方

針」演説の項目です】
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農
業
費
・
商
工
費

む
さ
し
の
フ
ェ
ス
タ
（
仮
称
）
の

基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
は

十
一
月
ご
ろ
に
試
行
実
施
す
る

む
さ
し
の
フ
ェ
ス
タ
（
仮
称
）
の
基

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

青
空
市
か
ら
の
「
市
民
参
加
」

と
「
市
民
・
出
店
者
間
の
交
流
」
に
、

「
市
内
の
産
業
振
興
」
が
加
わ
る
。

 

衛

生

費

武
蔵
境
駅
南
口
公
衆
ト
イ
レ

移
設
場
所
決
定
の
経
緯
は

武
蔵
境
駅
南
口
公
衆
ト
イ
レ
が

境
南
ふ
れ
あ
い
広
場
公
園
の
北
側
中

央
に
移
設
さ
れ
る
件
に
関
し
、
ほ
か

の
場
所
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

ま
た
工
事
期
間
と
利
用
開
始
時
期
は
。

地
元
住
民
や
近
隣
店
舗
と
交
渉
、

検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
で
あ
り
、

ト
イ
レ
外
観
も
武
蔵
野
プ
レ
イ
ス
を

意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
な
ど
配

慮
し
た
。
工
事
は
令
和
四
年
七
月
か

ら
行
い
、
令
和
五
年
一
月
中
旬
以
降

に
利
用
開
始
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

 

保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
及
び
複
合

施
設
整
備
検
討
事
業
に
つ
い
て
、
図

面
も
示
さ
れ
て
い
な
い
素
案
だ
け
で

は
判
断
が
難
し
い
と
考
え
る
が
。

想
定
段
階
で
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図

は
あ
る
が
そ
れ
に
固
執
せ
ず
、
基
本

計
画
の
一
歩
手
前
の
段
階
で
皆
様
の

意
見
を
頂
き
た
い
と
い
う
意
図
だ
。

 

子
ど
も
が
欲
し
い
と
悩
む
方
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
開
始
も

踏
ま
え
、
状
況
を
見
な
が
ら
助
成
制

度
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

民

生

費

年
間
を
通
じ
日
常
的
な

健
康
増
進
対
策
の
推
進
を

健
康
長
寿
の
ま
ち
武
蔵
野
推
進

月
間
（
仮
称
）
に
限
ら
ず
、
日
常
的

な
健
康
維
持
・
増
進
、
フ
レ
イ
ル
予

防
は
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

あ
く
ま
で
推
進
月
間
と
し
て
集

中
的
に
講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
こ

れ
に
限
ら
ず
、
例
え
ば
民
間
企
業
と

協
働
す
る
な
ど
、
年
間
を
通
じ
健
康

づ
く
り
に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

市
立
保
育
園
に
お
け
る
医
療
的

ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
現

在
の
準
備
状
況
お
よ
び
実
現
へ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

現
在
所
管
課
が
実
態
の
把
握
に

努
め
て
お
り
、
今
後
庁
内
全
体
で
検

討
を
進
め
、
令
和
五
年
四
月
入
所
か

ら
の
受
け
入
れ
を
目
指
し
て
い
る
。

 
養
育
費
確
保
支
援
事
業
の
開
始

を
評
価
す
る
。
単
な
る
費
用
助
成
だ

け
で
な
く
、
女
性
総
合
相
談
や
法
律

相
談
な
ど
あ
ら
ゆ
る
窓
口
で
支
え
て

い
く
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総

務

費

六
長
調
策
定
に
向
け
た

市
民
参
加
の
課
題
は
何
か

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計
画

の
策
定
に
向
け
た
市
民
参
加
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
手
法
を
継
承
し
つ

つ
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
大
切
だ
が
、

市
民
参
加
の
在
り
方
の
課
題
と
は
。

無
作
為
抽
出
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
け
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
人

選
や
、
そ
こ
で
出
た
意
見
の
生
か
し

方
、
公
募
型
市
民
会
議
の
参
加
者
を

増
や
す
た
め
の
方
策
等
を
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。
若
年
層
の
意
見

の
聴
き
方
も
検
討
し
た
い
。

 
武
蔵
野
公
会
堂
の
単
独
改
修
に

向
け
た
進
捗
状
況
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

現
状
で
は
一
部
増
改
築
の
方
向

で
考
え
て
い
る
が
、
来
年
度
の
有
識

者
を
含
む
検
討
会
議
の
中
で
方
向
性

を
定
め
て
い
き
た
い
。
吉
祥
寺
パ
ー

総

括

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

見
通
し
と
対
策
の
方
向
性
は

予
算
編
成
時
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
見
通
し
と
対
策
の
方
向
性
は
。

感
染
拡
大
前
に
戻
る
こ
と
は
難

し
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
重
視
し
レ

モ
ン
キ
ャ
ブ
な
ど
ソ
フ
ト
面
対
策
も

充
実
す
る
。
感
染
状
況
に
応
じ
た
対

策
方
針
で
市
民
生
活
を
支
援
す
る
。

 

平
成
三
十
年
の
将
来
人
口
推
計

は
現
在
の
人
口
と
か
い
離
し
て
い
る

が
、
推
計
値
と
し
て
有
効
な
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
国
人
住
民
が
推

計
を
下
回
っ
た
た
め
か
い
離
し
た
。

第
六
期
長
期
計
画
・
調
整
計
画
策
定

時
に
再
び
人
口
推
計
を
行
う
。
な
お

学
校
改
築
等
施
設
整
備
は
児
童
生
徒

数
等
も
加
味
し
必
要
な
投
資
を
行
う
。

 

物
件
費
は
委
託
料
が
多
く
を
占

め
第
六
期
長
期
計
画
の
財
政
計
画
よ

り
二
十
億
円
以
上
増
加
だ
が
要
因
は
。

本
市
の
独
自
施
策
に
加
え
、
学

童
ク
ラ
ブ
や
給
食
、
文
化
施
設
等
の

運
営
を
財
政
援
助
出
資
団
体
に
委
託

し
て
お
り
、
も
と
も
と
委
託
料
の
占

め
る
割
合
が
高
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
さ
ら
に
増
加
し
た
と
考
え
る
。

 
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
光
熱
水
費
や
建
設
資
材
の
高
騰

が
予
想
さ
れ
る
が
財
政
へ
の
影
響
は
。

原
油
高
で
光
熱
水
費
が
上
昇
し

て
い
る
。
配
送
費
や
労
務
単
価
等
も

上
昇
し
う
る
た
め
注
視
し
て
い
く
。

 
保
健
セ
ン
タ
ー
は
配
管
が
劣
化

し
早
急
な
大
規
模
修
繕
が
必
要
だ
が
、

計
画
上
令
和
八
年
度
か
ら
修
繕
予
定

で
あ
る
。
複
合
施
設
整
備
を
前
提
と

せ
ず
、
仮
設
で
対
応
し
先
に
修
繕
す

る
等
各
種
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
休
止

せ
ず
に
大
規
模
修
繕
を
行
う
に
は
、

隣
接
地
に
増
築
し
移
転
す
る
案
が
最

善
と
判
断
し
た
。
な
お
最
低
限
の
漏

水
対
策
工
事
は
四
年
度
実
施
予
定
だ
。

歳
入
・
議
会
費

寄
付
金
や
交
付
金
の

充
当
先
の
選
定
基
準
は

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
は
財
源
と

し
て
は
不
安
定
で
、
経
常
経
費
等
の

財
源
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
。

新
規
事
業
等
の
補
足
的
な
財
源

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
実
施

本
部
会
議
に
諮
り
決
定
し
て
い
る
。

 

地
方
消
費
税
交
付
金
の
社
会
保

障
財
源
化
分
の
充
当
先
選
定
基
準
は
。

国
が
示
す
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、

社
会
保
障
経
費
に
占
め
る
一
般
財
源

額
が
大
き
い
事
業
に
案
分
し
て
い
る
。

 

課
題
を
検
討
す
る
際
に
経
緯
を

確
認
で
き
る
よ
う
過
去
の
市
議
会
会

議
録
の
電
子
化
を
求
め
る
が
見
解
は
。

膨
大
な
作
業
量
と
な
る
た
め
、

概
算
要
求
の
う
え
、
複
数
年
計
画
で

進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

方
策
が
考
え
ら
れ
る
か
研
究
し
た
い
。

ク
エ
リ
ア
全
体
の
今
後
の
将
来
像
と

リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
。

 

令
和
四
年
度
か
ら
実
施
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ
い
て
、
都

で
も
今
後
同
様
の
制
度
を
実
施
予
定

だ
が
、
何
か
調
整
が
必
要
な
の
か
。

東
京
都
の
制
度
は
基
礎
自
治
体

の
制
度
と
並
立
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
市
の
制
度
に
影
響
は
な
い
。
今
後

連
携
の
し
か
た
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例

制
定
に
関
し
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護

に
つ
い
て
は
多
角
的
な
視
点
を
持
っ

て
対
応
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

単
な
る
理
念
条
例
に
と
ど
ま
ら

ず
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
相
談
で
き

る
仕
組
み
作
り
を
重
視
し
た
い
。

相
談
に
応
じ
、
内
容
に
よ
っ
て

は
必
要
な
窓
口
に
同
行
し
た
り
、
専

門
家
を
案
内
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の

た
め
に
養
育
費
が
確
保
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　令和４年度予算は、「誰もが安心して暮らし続けられるまちへ　くらしと地域を守り育む予算」と位置づけ、第六期

長期計画の３年目として、計画の各分野に掲げられた施策を着実に推進するとともに、新たな課題にも対応しながら、

持続可能な市政運営を行っていくため、限られた財源を重点的かつ効率的に配分することを基本に編成されています。

　また、効率的な行政経営により健全な財政運営を維持するため、事務事業および補助金の見直しや政策再編を継続的

に実施したほか、経常経費は前年度予算額を上限とする予算配分により、経費の節減が行われています。

　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算特別委員会

審査概要
主要な事業 （単位　千円）

■一般会計 

◇総務費 

・  武蔵野市の将来人口推計 4,486

・ 指定管理者に対する労働条件審査 825

・ 吉祥寺パークエリアまちの将来像試案策定事業 9,800

・ 第六期長期計画・調整計画の策定 23,253

・ 市制施行75周年記念事業 5,719

・ 武蔵野公会堂改修等に向けた基本計画の策定 13,480

・ 市勢要覧・プロモーションWEBサイトの作成 6,038

・ ＣＩＯ補佐官（仮称）等の専門人材の活用 9,212

・ 個人情報保護法の改正に伴う制度見直しへの対応

 4,092

・ 市庁舎空調設備改修工事 224,110

・ 多文化共生推進プラン（仮称）の策定 390

◇民生費 

・ 健康長寿のまち武蔵野推進月間（仮称）の実施 2,295

・ 看護小規模多機能型居宅介護事業者の公募事業 9,310

・ 北町高齢者センターあり方検討委員会 732

・ 障害者福祉センター建替え工事基本計画の策定

 12,789

・ 養育費確保支援事業 561

・ 保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業 50,880

・ 民間学童クラブの開設支援 26,640

・ 学童クラブにおける第三者評価の導入 1,287

◇衛生費 

・ 公共施設環境配慮指針の策定 8,860

・ 低濃度ＰＣＢ廃棄物の処理 5,632

・ 気候市民会議の開催及び気候危機打開武蔵野市民活動

プラン（仮称）の作成 3,492

・ ペットの災害対策 375

・ 地域における要支援動物の相談支援体制構築モデル事

業 3,531

・ ３ Ｒ推進事業 835

・ 武蔵境駅南口公衆トイレの移設 85,967

・ ＩＣＴ（検索連動型エリア広告）活用による自殺対策事

業 1,166

・ 保健センター増築及び複合施設整備検討 24,991

◇商工費 

・ むさしのフェスタ（仮称）事業 5,023

◇土木費 

・ 吉祥寺エリアにおける駐車場整備ルールの検討 4,500

・ （仮称）吉祥寺本町一丁目27番街区自転車駐車場整備

 596,900

・ 八丁地下道補修工事 18,120

・ 資材置場更新に伴う実施設計 4,246

・ 装飾街路灯（水銀灯）ＬＥＤ化事業 6,092

◇消防費 

・ 防火水槽の新設 37,403

◇教育費 

・ 関前南小学校増築事業 135,489

・ 吉祥寺図書館エレベーター改修工事 19,584

■特別会計 

〈後期高齢者医療会計〉 

・ 後期高齢者医療の窓口負担割合の見直しに係る被保険

者証等発送業務 9,351

■公営企業会計 

〈下水道事業会計〉 

・ 長期包括契約方式の試行的導入の検討 12,223

よび歳出予算の目的別内訳

歳 出

705億8,600万円

民生費

321億1,351万円

45.5%

教育費

105億7,745万円

15.0%

総務費

94億1,317万円

13.3%

土木費

66億8,210万円

9.5%

衛生費

68億1,875万円

9.7%

消防費

21億9,542万円

3.1%

公債費

14億4,107万円

2.0%

その他

13億4,453万円

1.9%

417億5,377万円

人口１人当たり　476,852円

1世帯当たり　　902,784円

9億1,504万円

6億3,200万円

法人事業税交付金

6億1,000万円

分担金及び負担金

3億2,723万円

審査した特別委員

令和４年度予算審査に当たった

特別委員の氏名は、次のとおり。

木﨑 剛 予算特別委員長

◎木﨑　　剛　○藪原　太郎

　道場ひでのり　　小林まさよし

　大野あつ子　　桜井　夏来

　宮代　一利　　落合　勝利

　内山さとこ　　蔵野恵美子

　小美濃安弘　　本間まさよ

◎印 委員長　○印 副委員長
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予算に対する各会派の討論
①令和４年度武蔵野市一般会計予算

②令和４年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算

③令和４年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算

④令和４年度武蔵野市介護保険事業会計予算

⑤令和４年度武蔵野市水道事業会計予算

⑥令和４年度武蔵野市下水道事業会計予算

　３月28日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われ

ました。以下はその要旨です。このほかに、品川春美議員の、①

は反対し、その他の予算に賛成する討論もありました。各会派の

構成は８面に掲載しております。

　予算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継また

は会議録でご覧いただけます。会議録は５月下旬以降、各市立図

書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、

または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。

日本共産党武蔵野市議団

ウクライナ情勢による影響への

対応と平和の尊さの継承を求める

①③④⑤⑥賛成②退席

　ロシアによるウクライナ侵攻が起きる中、

平和の継承のための予算は計上されているが、

国際平和が脅かされる今こそ、国際交流協会

には一歩踏み込んだ活動を期待する。パート

ナーシップ制度や18歳までの医療費助成拡

大を都に先駆け制度化したことを評価する。

コロナ対策は今後もきめ細かく対応されたい。

付帯決議提案の手続きに問題があったことが

委員長報告に無く、改めて報告は公平・公正

に行うことを求めたい。国保税改定の条例に

反対したため当該会計の採決は退席をする。

本間まさよ　議員

ちに条例案や事業が進められ、不信感を抱か

せた。意思形成段階での情報提供が推進され、

より中身のある市民参加につながるよう要望

する。保健センター増築と複合施設の整備は

課題をしっかり議論し、基本計画に反映した

後の設計を求める。吉祥寺駅北口駅前駐輪場

跡地に建設される商業ビルの駐輪場に関し、

付置義務の厳しい指導を求める。引き続きコ

ロナ対策事業の着実な執行を望み、賛成する。

自由民主・市民クラブ

意思形成段階での情報提供で

中身ある市民参加を

①②③④⑤⑥賛成

　市民参加は市の意思決定の過程における重

要なプロセスだが、多くの市民が知らないう

小美濃安弘　議員

の維持更新に関し、保健センターについては

複合化も含め議論が不足している。いま一度

専門的知見を反映した具体的な基本計画を策

定し、基本設計に移ることを求める。武蔵野

公会堂の改修は関係市民の理解を得るととも

に、パークエリアの全体像を市民参加の下で

検討しつつ、まちづくり協議を進められたい。

コロナ禍で遅れた計画の推進を、拙速な議論

の下で進めることのないよう強く要望する。

市議会公明党

社会構造の変化に立ち向かい
長期計画に基づいた施策の推進を

①②③④⑤⑥賛成

　コロナ禍において行政の役割や施策立案・

推進体制も見直す必要がある。特に公共施設

落合勝利　議員

ワクワクはたらく

あらゆる分野において

リスクマネジメントの継続実施を

①②③④⑤⑥賛成

　新型コロナウイルス感染症に関しては経験

値が上がり、データも出てきた。予算規模も

予想に反して増えているが、これをもって大

した影響がなかったと判断すべきではなく、

新しい局面に適応した新しい考え方で進む必

要がある。市民の間に潜むリスクに目を光ら

せ、あらゆる分野でリスクマネジメントを継

続して実施することが最も重要である。技術

的な事案の検討にあたっては、必要に応じて

専門人材の活用を求める。また委託事業の適

正な発注に向けた体制の整備を強く要望する。

宮代一利　議員

自治と共生

公共施設の着実な維持・更新と
コロナ禍からの心身の回復を

①②③④⑤⑥賛成

　長年の国際交流の歴史を踏まえ、平和を願

う意思表明とウクライナへの人道支援を望む。

　本格的な公共施設の大更新時代に突入した。

中長期的視点で投資的経費のバランスを取り、

緊張感を持って財政運営を行ってもらいたい。

市民の生命と健康を守る重要拠点である保健

センターは、大規模改修等を遅滞なく進めら

れたい。コロナ禍により人との関わりが希薄

になった地域社会で、心の痛み、体の衰えを

抱えた市民に寄り添い、回復を促すきめ細や

かな施策を講ずるべきである。

内山さとこ　議員

小さな声を活かす会

堅調な財政の下での自治の機能を

生かす新規事業を評価する

①③④⑤⑥賛成②退席

　新型コロナウイルス感染症の被害が継続す

る中でも財政は堅調であり、自治の機能を生

かす新規事業ができると考える。自治基本条

例の周知や多文化共生推進プラン（仮称）の

策定、子どもの権利に関する条例（仮称）の

検討を評価する。保健センターの増改築を評

価し、不登校の子どもの居場所移転拡充等を

要望する。インクルーシブ教育の推進は一層

の尽力を求め、放射能測定は現在の体制維持

を求める。国民健康保険は加入者の負担増と

なるため予算の採決時に退席する。

山本ひとみ　議員

止めた。つながりと支え合いを意識した各種

相談支援体制の強化、学童クラブ第三者評価、

ペットの災害対策事業、ユニバーサル遊具の

設置等、市民要望に応えた予算編成を評価す

る。一方、保健センターの改修、不妊治療、

不登校児童の増加、欠席時のハイブリッド授

業、効率的エネルギー活用促進等、早急な研

究・検討を求める。コロナ対策への支援は補

正予算での迅速な対応を提案し賛成する。

立憲民主ネット

感染症対策・物価上昇等を考慮し

市民要望に応える予算に期待する

①②③④⑤⑥賛成

　一般会計予算が初めて700億円を超え、コ

ロナによる市税減収を見込まない予算と受け

蔵野恵美子　議員

農
業
振
興
基
本
計
画
改
定
版
に

あ
る
若
い
世
代
の
農
業
者
や
人
材
発

掘
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

家
族
間
引
き
継
ぎ
と
市
独
自
の

都
市
型
認
定
農
業
者
制
度
に
加
え
、

新
規
就
農
者
確
保
に
向
け
都
や
Ｊ
Ａ

と
連
携
し
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の

卒
業
生
等
の
就
農
に
力
を
入
れ
た
い
。

 

令
和
二
年
度
緊
急
経
済
対
策
効

果
検
証
等
結
果
報
告
書
の
内
容
や
三

年
度
の
傾
向
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

施
策
の
性
質
上
補
正
予
算
で
対

応
す
る
。
予
算
編
成
時
か
ら
状
況
変

化
が
あ
り
何
ら
か
の
支
援
は
必
要
だ
。

土

木

費

吉
祥
寺
駅
南
口

ま
ち
づ
く
り
の
体
制
は

吉
祥
寺
駅
南
口
の
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
、
令
和
四
年
度
予
算
で
は
企

画
調
整
課
が
「
吉
祥
寺
パ
ー
ク
エ
リ

ア
ま
ち
の
将
来
像
試
案
策
定
事
業
」

を
担
当
す
る
が
、
都
市
整
備
部
は
今

後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

試
案
は
、
歴
史
や
文
化
、
市
民

生
活
等
の
視
点
も
含
め
て
横
断
的
に

作
成
す
る
た
め
、
企
画
調
整
課
で
総

括
す
る
が
、
都
市
整
備
部
で
は
今
後

も
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

 

八
丁
地
下
道
の
補
修
に
関
し
、

具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

車
道
・
歩
道
の
両
脇
の
壁
を
補

修
す
る
。
工
事
は
四
か
月
程
度
を
想

定
し
、
今
夏
に
は
着
工
し
た
い
。

 

第
二
次
景
観
整
備
路
線
事
業
計

画
に
基
づ
く
整
備
が
計
画
ど
お
り
に

進
ん
で
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

土
地
の
買
収
に
時
間
を
要
す
る

ほ
か
、
道
路
の
拡
幅
を
伴
わ
な
い
路

線
で
は
、
各
企
業
の
埋
設
管
の
移
設

先
の
検
討
な
ど
、
事
前
の
準
備
に
も

時
間
が
か
か
る
こ
と
、
掘
削
し
て
も
、

埋
設
管
の
実
際
の
位
置
が
図
面
と
一

致
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
る
。

教

育

費

市
講
師
等
を
活
用
し

働
き
方
改
革
の
推
進
を

教
育
の
質
の
向
上
と
教
員
の
働

き
方
改
革
の
推
進
に
資
す
る
市
講
師

と
学
習
指
導
補
助
員
の
配
置
拡
充
を

評
価
す
る
が
、
相
応
の
待
遇
が
必
要

だ
と
考
え
る
。
現
状
の
待
遇
を
伺
う
。

教
員
免
許
所
持
等
を
採
用
条
件

に
し
て
い
る
た
め
、
他
の
会
計
年
度

任
用
職
員
よ
り
好
待
遇
で
あ
る
。

 

不
登
校
対
策
は
学
校
復
帰
を
強

制
せ
ず
、
別
の
学
び
育
ち
の
場
を
確

保
す
る
こ
と
が
大
事
だ
が
、
見
解
は
。

家
庭
と
子
ど
も
の
支
援
員
や
む

さ
し
の
ク
レ
ス
コ
ー
レ
を
活
用
し
、

児
童
生
徒
ご
と
の
自
分
に
合
っ
た
学

び
、
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

学
校
情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に

お
い
て
、
技
術
的
な
専
門
性
を
担
保

し
た
事
業
者
の
選
定
方
法
を
伺
う
。

学
校
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
専
門

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
支
援
を
受
け
て

仕
様
を
定
め
、
シ
ス
テ
ム
所
管
課
職

員
も
選
定
委
員
に
加
え
た
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を
選
定
す
る
。

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

活
用
し
た
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

消

防

費

地
域
防
災
計
画

見
直
し
の
着
目
点
は

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
ポ

イ
ン
ト
を
伺
う
。

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
避
難

所
に
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
液
等
を
備

蓄
し
、
避
難
所
運
営
の
手
引
き
も
修

正
し
た
。
昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
総

合
防
災
訓
練
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

発
災
を
想
定
し
た
避
難
所
運
営
を
実

践
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
反

映
し
な
が
ら
見
直
し
を
進
め
る
予
定
。

 

防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
管
理
の
委

託
化
に
関
し
、
具
体
的
な
内
容
は
。

荷
物
の
倉
庫
管
理
会
社
等
へ
、

備
蓄
品
の
棚
卸
し
を
含
め
た
確
認
作

業
を
委
託
す
る
。
倉
庫
管
理
に
関
す

る
知
見
を
生
か
し
、
備
蓄
ス
ペ
ー
ス

イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
に
つ
い
て
見
解
は
。

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
実
現
す
る
教
育
の
質
の
確
保
の
た

め
、
基
本
的
に
は
対
面
に
よ
る
授
業

が
必
要
だ
が
、
各
学
校
で
の
取
り
組

み
を
情
報
共
有
し
、
研
究
し
て
い
く
。

 

武
蔵
野
総
合
体
育
館
隣
接
の
屋

外
プ
ー
ル
は
廃
止
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
が
、
し
っ
か
り
し
た
周
知
が
必

要
だ
。
周
知
方
法
を
問
う
。

市
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
周
知
の

ほ
か
、
無
作
為
抽
出
に
よ
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
利
用
者
、
関
係
団
体
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

特

別

会

計

値
上
げ
が
続
く
国
保
税

今
後
の
方
針
は

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

国
民
健
康
保
険
税
は
、
今
回
も

二
年
に
一
度
の
見
直
し
に
よ
り
値
上

げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
自
治

体
で
は
、
値
上
げ
を
見
送
っ
た
例
も

聞
く
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、

国
や
都
は
税
率
を
標
準
化
し
て
い
く

方
向
性
で
あ
る
。
値
上
げ
を
踏
み
と

ど
ま
っ
て
い
る
と
、
あ
る
時
期
に
急

激
な
値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
可
能
性
が
高
い
。
被
保
険
者
以
外

の
負
担
の
平
準
化
を
図
る
意
味
か
ら

も
、
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、

今
後
も
値
上
げ
を
お
願
い
し
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計

都
営
水
道
一
元
化
の

現
在
の
取
り
組
み
状
況
は

都
営
水
道
一
元
化
の
必
要
性
は
、

実
感
が
薄
い
市
民
の
方
も
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

東
京
都
水
道
局
と
課
題
整
理
の

た
め
の
検
討
会
を
継
続
し
て
お
り
、

今
年
度
は
二
回
実
施
し
た
。
ま
た
、

六
月
に
は
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
、

一
元
化
を
目
指
し
て
い
る
旨
を
市
報

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
よ
う
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し
な
が
ら
作
業
を

進
め
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。

予算特別委員会

審査概要
一般会計歳入予算の内訳およ

歳 入

705億8,600万円

市税

417億5,377万円

59.2%
国庫支出金

101億9,609万円

14.4%

都支出金

76億5,357万円

10.8%

その他

9億1,504万円

1.3％

地方消費税交付金

36億4,100万円

5.1%

繰入金

17億6,869万円

2.5%

使用料及び手数料

14億6,340万円

2.1%

諸収入

9億2,521万円

1.3%

繰越金

7億円

1.0%

市債

6億3,200万円

0.9%

法人事業税交付金

6億1,000万円

0.9%

分担金及び負担金

3億2,723万円

0.5%
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一一一 般般般 質質質 問問問

水辺のまち、青空の見える

吉祥寺駅南口のまちへ
深沢達也　議員

都立高校入試の英語スピーキングテスト

実施は適切か
藪原太郎　議員

新型コロナウイルスワクチン接種の

副反応に関する状況を伺う
下田ひろき　議員

「住民投票条例議案」に関する検証、

市民周知の検分と考察、混乱の責任は
道場ひでのり　議員

「住民投票条例議案」は、コロナ禍において行動が制限され

る中、市民周知、市民参加がなされなかったと判断する。不急

事項であった本件に関し、推進方法における反省点を伺う。

可能な限り市民参加の機会を設けたが、周知が十分とはいか

なかったと感じている。周知不足との指摘や、議会での否決と

いう結果を重く受け止めている。

過熱報道もあり議案の本質的な論点から離れ、双極化した体

制対決の構図も生まれ、必然的にまちに分断を生んでしまった。

今回の騒動、混乱に関して、市政運営上の最高責任者としての

市長はその責任をどう捉えるのか。

まちに分断を生んだとは思っていない。混乱を引き起こした

とする根拠および混乱の具体的な中身については分かりかねる。

４回目のワクチン接種が実施となった場合、スムーズに接種

できるよう７５歳以上の高齢者には日時指定を行ってはどうか。

他自治体での割り当て方式の効果や課題を検証し、検討する。

レモンキャブ運行管理者等の処遇改善に関する検討状況は。

令和４年度予算案に運行管理手当を増額して計上している。

小・中学校で学級閉鎖になったクラスへの学習の対応方法は。

学習者用コンピューターを活用したオンライン朝の会や、オ

ンライン授業等の実施が望ましい旨を学校へ通知している。

総合体育館で行われるワンデーレッスン等のイベントについ

て、幅広い市民が利用できるよう周知を工夫してはいかがか。

情報誌を全戸配布しているが、さまざまな媒体を組み合わせ

て情報発信し、コロナ禍でもスポーツに親しむ環境を作りたい。

住民投票条例案の議論では、外国籍市民の投票参加に関し、

最短３か月の在住期間では日本の文化や言語が理解できず、よ

り長い期間が必要との意見が多数あった。しかし多文化共生社

会では、日本文化へなじむことを求めるのではなく、異なる文

化や考え方を社会の側で受容する度量が必要と考えるが見解は。

多様性を認め尊重し合う社会の構築に向け市民理解を深める。

市ホームページのさらなる多言語化の現状は。またひらがな

や平易な表現を使う「やさしい日本語」での情報発信は行うか。

他の言語の対応が必要か検討を続ける。日本語を母語としな

い方が情報を入手できるよう、他市事例を参考に工夫していく。

市職員の採用時の国籍条項は、廃止したと認識してよいか。

常勤および非常勤の双方とも、採用の要件に国籍条項はない。

コロナ禍でも健康で安心して市民生活を

送るために市ができることは
ひがしまり子　議員

差別と偏見のない

「多文化共生社会」を武蔵野から
桜井夏来　議員

吉祥寺駅南口地域は水辺のまちとも呼べる地域であり、人の

背丈に合った青空の見えるまちを目指すべきと考えるが、この

地域のまちづくりに関し①検討の経過と方針は②武蔵野公会堂

リニューアル計画との関連は③市民参加の進め方は。

①まちづくりのテーマである界わい性を踏まえ、社会情勢の

変化に対応するとともに、ステークホルダー間の連携を図りな

がら取り組む②まちづくりの将来構想とともに一体的に検討す

るが、まちづくり関係者との合意形成、事業の方向性の決定や

ステップ期間として20年程度を想定しているため、公会堂もこ

の間は延命化を図りたい③市民参加のプロセスは重要と認識し

ている。関係者との合意形成を図る具体的な方法や時期は検討

中だが、現在、庁内で議論のたたき台となる案を作成中である。

英語のスピーキングテスト実施にあたり、採点基準等が明確

でないと授業の組み立てができないと考えるが、東京都教育委

員会から詳細について説明を受け、内容を把握しているのか。

採点者の人数や資格等は東京都教育委員会が詳細を把握して

いるが、市区町村教育委員会等への説明は実施されていない。

スピーキングの大切さは理解するが、多くの疑問があり、本

当に実施してよいのか。市教育委員会としてはどう判断するか。

学習指導要領で求められている、「話すこと」に関する生徒

の力を教員が評価でき、英語教育の充実や改善に役立つ。生徒

にとっても外国語学習に生かすことができ、適切だと考える。

　このほか、市民対応、サービス向上のための通話記録につい

ての質問がありました。

新型コロナウイルスワクチンの副反応に関する相談は市に寄

せられているか。また、集団接種会場での副反応の事例を伺う。

相談先の問い合わせがあり都の副反応相談センターを案内し

た。集団接種会場の１・２回目接種で救急要請した事例は３件

あったが、経過観察中の体調不良事例は１時間以内に改善した。

全国でのワクチン接種後の死亡例をワクチン種別ごとに伺う。

ファイザー社製は１，３７2件、武田／モデルナ社製は６５件の報

告があったが、接種との因果関係があるとされた事例はない。

予防接種健康被害救済制度について申請件数や申請に関する

相談件数を伺う。また、健康被害での死亡による申請はあるか。

申請書の交付は１１件、そのうち申請件数は４件である。また、

死亡一時金および埋葬費の申請が１件出されている。

　第１回定例会では２月２８日、３月１日に１４名の議員から一般質問が行われ

ました。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュ

ニティセンター、市役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホー

ムページの会議録検索（第１回定例会分は６月１日登録予定）、インターネ

ット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事

務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりする

ことをいいます。

　令和４年１月20日、喜多明人先生（早稲田大学名誉教授）を講師

にお迎えし、子どもの人権についての研修会を開催しました。

文教委員会主催研修会を開催しました
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市民参加の最初の一歩である市民への

情報提供を市民目線で行うよう求める
木﨑 剛 議員

保健センター増築については

十分な機能検討を望む
大野あつ子　議員

武蔵野公会堂の建て替え・改築問題は

市民参加で協議すべき
きくち太郎　議員

市立保健センターに関する計画、

不妊治療、生理の貧困について問う
品川春美　議員

手を伸ばせば届く子ども・子育て支援の

在り方を
本多夏帆　議員

人口推計、保健センター増築計画、吉祥寺

大通り東自転車駐車場評価額について問う
小林まさよし　議員

免税業者に大きな影響を与える

インボイス制度への対応を求める

コロナ対策に、ＩＣＴ端末を活用した

ハイブリッド授業の積極的な研究を
橋本しげき　議員蔵野恵美子　議員

保健センター増築に際して、人間ドックなど民間にできるこ

とは民間に移行することも視野に、機能の再検討をすべきでは。

検査機器等については、市内医療機関からの依頼検査を行っ

ており、医療体制を支えるうえで必要な機能である。今後も関

係機関とも協議を重ね素案から計画案を作成する予定である。

歴史を振り返ると武蔵野市民の自治に対する意識は高く、住

民投票を必要とする事態となれば一人でも立ち上がると考える。

今回の住民投票条例案は、市民参加の理想を追求するあまり、

実際の市民の意見からは離れてしまったのではないか。

住民投票は自治基本条例に定めており、市民と自治の在り方

を考え直すことは適切ではない。議会での否決という結果を受

け止め、市議会や市民のご意見を伺いしっかりと検討していく。

住民投票条例は否決されたが、今回の件によって市民の大部

分が住民投票について理解したと考えるか。

すべての市民がどう思っているかを知るべき手段はなかなか

ないと考える。結果として、市民への周知不足という指摘もあ

り、否決されたことを重く受け止めている。

保健センター増築に際し、新しくできる複合施設にチャレン

ジルームを移転しないということもありうるのか。

面積の問題で移転することが難しい可能性がある。今後複合

施設全体の検討の中で、どの機能を入れるのか精査されていく。

公民連携による武蔵境駅北口市有地の有効活用に関し、市ホー

ムページの更新がなく市民に最新情報の提供がないが見解は。

ご指摘のとおり、最新の情報に更新を図っていきたい。

武蔵野公会堂は築６０年が近づき老朽化が進み、バリアフリー

にも非対応だ。市は複数の改善案のうち、一部改築で建設費約

１３．７億円、使用期限２０年間の案を軸に考えると聞く。新築案は

建設費約２６．２億円、使用期限は８０年間ほどだ。費用対効果を考

えれば全面改築のほうがよいのでは。今後建て替えについて市

民周知を図り、市民参加で協議していくべきではないか。

吉祥寺駅南口エリアの交通課題の解消をはじめ、将来の施設

周辺のまちづくりを見据え検討しており、全面改築すると長期

間面的整備が行えなくなる。新たに基本計画の検討委員会を設

置し、その検討過程で広く市民意見を聴く機会を組み入れたい。

　このほか、都立武蔵野中央公園を使用する石神井川雨水貯留

施設工事、リサイクルセンターについての質問がありました。

市政課題への合意形成を進めるにあたり、コミュニティが交

わり合うことの可能性や市でできる取り組みについて伺う。

市と市民との関係性だけでなく市民どうしの意見交換や合意

形成も重要であり、地域フォーラムなど市民主体の取り組みと

も連携しつつ相互の理解や気づきにつながる方法を考えていく。

健診や健康について簡単に触れられる場づくりはできないか。

身近な家族や友人、知り合いの体験に基づく体験談や説得な

ど市民どうしで行ってほしいこともあわせ、市から発信したい。

少子化や少子化対策について市長の考えを伺う。

少子化とは現象であり、安心して子どもを産み育てられる社

会にするための取り組みを第六期長期計画等に明記し、きめ細

かく切れ目なく対応することが基礎自治体の役割と考える。

今回保健センターを改修しても、約３０年後には建て替えが必

要となるが、その際の手法や用地について見通しを伺う。

築５０年時点で行う劣化状況調査時には、機能再編や一部移転

等の検討も必要になってくると認識している。

不妊治療が令和４年度より保険適用となることを見据え、妊

娠前からの支援にも目を向け、相談体制を準備すべきでは。

今後、現在の相談メニューに加えて、どのような支援ができ

るか、国や都、他自治体の動向も注視しながら研究していく。

生理の貧困の解決に向け、市内小・中学校においても、女子

トイレの個室に生理用品を置くことを検討すべきではないか。

どのような理由で必要としているのかを把握できないことか

ら実施は困難だが、今後も必要な児童生徒には配布していく。

将来人口推計の推計値に強い疑問を持っている。２０２２年１月

における武蔵野市の総人口とゼロ歳～４歳の人口について、そ

れぞれ推計値と実績値との間にどのくらいのかい離があるのか。

推計値と実績値のかい離率は、総人口でマイナス１．１５％、ゼ

ロ歳～４歳は日本人のみの数値でマイナス７．０６％である。

保健センターは増築して約９，０００平米になる計画案が出てい

るが、市内で延べ床面積が同等規模となる公共施設は何か。

境南小学校、第二中学校、第三中学校である。

吉祥寺大通り東自転車駐車場の売却価格の評価について、５．２

億円程度低く評価された可能性があると考えているが、財産価

格審議会の委員は何も議論しなかったのか伺う。

特に疑義を感じる箇所はなかったと考えている。

新型コロナに関し、検査体制拡充、医療機関支援、事業者や

生活困窮者支援を引き続き国や都へ求めるべきではないか。

これまでも直接都知事に医療や保健所の体制整備を要望して

きた。今後も各種支援策の充実に向け要望していきたい。

インボイス制度に関し①周知方法は②シルバー人材センター

会員の報酬から消費税分が引かれる可能性があるが対応は。

①市報やＳＮＳ等さまざまな媒体で周知を図る②国や都の動向

を注視しながら情報収集し、センター内で検討していきたい。

東京都は、武蔵野中央公園から西東京市方面へ地下トンネル

状の雨水調節池を整備する計画を示している。今後計画が進め

られた場合、周辺住民にどのような影響があると考えられるか。

大型工事車両の出入りによる安全性や騒音等住環境への影響

が考えられ、強く懸念する。継続して都に要望し、調整したい。

コロナ感染が続く中、学習者用コンピューターを活用したハ

イブリッド授業の実施等を積極的に検討してはいかがか。

体験活動の実施や教員負担を考慮し、対面授業を基本とする。

コロナ感染の不安からオンライン授業を受ける場合、出席扱

いとする自治体もあるが、本市で出席停止扱いとする理由は。

文部科学省の通知等で、出席扱いは適切でないとされている。

出欠席の扱いは学績に関係するため、自治体の自由裁量でない。

防災・災害情報に関し①発信基準は②市ホームページに公式

情報を出すべきと考えるが、見解は。

①市内で震度５弱以上の地震観測時や本市対象の気象警報発

表時である②ツイッターで配信した情報の一部をトップページ

へ掲出する仕組みだが一定時間後は終了する等の課題がある。
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第１回定例会
【市長提出議案（35件）】

●武蔵野市個人情報保護条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律の廃止等に伴い、独立行政法人等

の根拠条文を改正するもの。以下の１議案も同様。

●武蔵野市特定個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

●武蔵野市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※新たに職員となった者に任命権者または任命権者が指定する職員の面前において宣誓書に

署名することを求める規定を削除し、宣誓書の提出のみを求めることとするもの。

●公益的法人等への武蔵野市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例  

  可決（全会一致）

※公益財団法人武蔵野文化事業団と公益財団法人武蔵野生涯学習振興事業団が合併し公益財

団法人武蔵野文化生涯学習事業団となることに伴い、職員を派遣することができる団体の

名称を改正するもの。

●武蔵野市高齢者福祉サービス事業の利用に関する条例の一部を改正する条例  

  可決（全会一致）

※高齢者等緊急訪問介護事業について、65歳未満の世帯員を含む世帯であっても、当該世帯

員が障害を有し支援を期待することが困難であるなど市長が特に認める場合には、事業の

利用対象とするもの。

●武蔵野市中小規模事業者事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例  

  可決（全会一致）

※令和４年度の特別融資等のあっせんの申請について、事業者の売上高等の減少を比較する

期間を変更し、１年前から４年前までのいずれかの同期と比較できることとするもの。

●武蔵野市文化財保護条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※文化財保護法の改正を踏まえ、武蔵野市登録文化財制度を導入するほか、条例における法律

の引用条項の変更を行うなどの改正を行うもの。

●武蔵野市立図書館条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※図書館協議会を設置するにあたり、図書館協議会の所掌事務や、委員の任命の基準、定数お

よび任期などの規定を追加するもの。

●人身事故に係る損害賠償の額の確定及び和解について   可決（全会一致）

※武蔵野市内において発生した人身事故に係る損害賠償の額の確定および和解をするもの。

●指定管理者の指定について（議案８件）   可決（全会一致）

※市内の８つの文化施設（武蔵野公会堂、武蔵野市民文化会館、武蔵野芸能劇場、武蔵野スイン

グホール、吉祥寺美術館、松露庵、吉祥寺シアターおよびかたらいの道市民スペース）の指定

管理者に、公益財団法人武蔵野文化生涯学習事業団を指定するもの。

●東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約   可決（全会一致）

●令和３年度武蔵野市一般会計補正予算（第９回）   可決（全会一致）

●令和３年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第２回）   可決（全会一致）

●令和３年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第１回）   可決（全会一致）

●令和３年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第２回） 可決（全会一致）

●令和４年度武蔵野市一般会計予算   可決（賛成多数）

●令和４年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算   可決（全会一致）

●令和４年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算   可決（全会一致）

●令和４年度武蔵野市介護保険事業会計予算   可決（全会一致）

●令和４年度武蔵野市水道事業会計予算   可決（全会一致）

●令和４年度武蔵野市下水道事業会計予算   可決（全会一致）

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について（議案３件）  

  同意（全会一致）

※本市固定資産評価審査委員会委員に、小
こ

谷
たに

裕
ひろ

明
あき

氏、水
みず

永
なが

恭
きょう

子
こ

氏および渡
わたな

部
べ

典
のり

子
こ

氏を選任する

ことについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市恩給条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※株式会社日本政策金融公庫が行う恩給担保金融に関する法律の改正に伴い、恩給を受ける

権利を担保に供することができる場合を定めた規定を削除するもの。

●武蔵野市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例  

  可決（全会一致）

※消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の改正に伴い、非常勤消防団員等が災

害補償を受ける権利を担保に供することができる場合を定めた規定を削除するもの。

●武蔵野市副市長の選任の同意について   同意（全会一致）

※本市副市長に伊
い

藤
とう

英
ひで

穂
ほ

氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について   同意（全会一致）

※本市教育委員会委員に清
し

水
みず

健
けん

一
いち

氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。

【議員提出議案（２件）】

●ロシア軍のウクライナからの撤退と平和の実現を求める決議   可決（全会一致）

●東京外かく環状道路（関越～東名）工事に関する意見書   可決（全会一致）

【動議（１件）】

●議案第２３号令和４年度武蔵野市一般会計予算に関する付帯決議に関する動議  

  可決（全会一致）

議案等に対する各議員の賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議案等審議結果（議決）一覧
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東

名
）
工
事
に
関
す
る
意
見
書

　

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日
に
、
東
京
地
方
裁
判

所
よ
り
、
工
事
差
止
め
仮
処
分
命
令
申
立
て
に
対

す
る
決
定
が
、
事
業
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
及
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｏ
中
日
本
に
送
達
さ
れ
た
。そ
の
決
定
は
、
東
京

外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
～
東
名
）
に
お
け
る
七
本

の
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
う
ち
、
東
名
立
坑

発
進
に
係
る
二
本
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に
つ
い

て
、気
泡
シ
ー
ル
ド
工
法
に
よ
る
掘
削
工
事
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
旨
の
内
容
で
あ
る
。

　

武
蔵
野
市
議
会
は
、
令
和
二
年
十
月
十
八
日
の

調
布
市
で
の
道
路
陥
没
事
故
発
生
以
降
、
同
年
十

二
月
三
日
に
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
及

び
環
境
大
臣
宛
て
に
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関

越
～
東
名
）
工
事
に
お
け
る
安
全
性
の
確
保
に
関

す
る
意
見
書
」
を
、
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
に

は
、
前
記
各
大
臣
に
加
え
東
京
都
知
事
宛
て
に
「
東

京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
意
見
書
」
を
提
出

し
て
き
た
。
こ
の
中
で
、
対
応
の
方
針
の
着
実
な
履

行
、
沿
道
住
民
に
対
す
る
安
全
性
確
保
の
説
明
と

不
安
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
。
こ
れ

ら
が
十
分
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下
に
あ
っ

て
、
今
後
の
掘
進
予
定
で
あ
る
武
蔵
野
市
内
に
お

け
る
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
、
強
く
懸
念
し
て

い
る
。

　

工
事
を
再
開
す
る
た
め
に
は
、
再
発
防
止
対
策

を
明
確
に
す
る
こ
と
、
及
び
沿
道
住
民
の
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
住
民
と
事
業
者

双
方
が
、
納
得
の
い
く
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

工
事
が
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
こ
と
で
武
蔵
野
市
内
に
お
け
る
安
全
性
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
さ
ら
な
る
事
前
調
査
の
計
画
と
沿
道
住
民
に

対
す
る
安
全
性
確
保
の
説
明
を
繰
り
返
し
、
不
安

解
消
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
上
の
経
緯
と
事
由
か
ら
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、

武
蔵
野
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
維
持
と
沿
線

住
民
の
安
心
な
生
活
と
財
産
を
守
る
た
め
、
下
記

の
と
お
り
、
国
及
び
東
京
都
に
要
望
す
る
。

一 　
再
発
防
止
対
策
が
機
能
す
る
こ
と
の
確
認
を

踏
ま
え
た
再
発
防
止
対
策
を
示
し
、
係
争
中
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
沿
道
住
民
が
納
得
す
る
ま

で
工
事
を
再
開
し
な
い
こ
と
。

二 　
再
発
防
止
対
策
の
策
定
及
び
沿
道
住
民
へ
の

説
明
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と
。

三 　
今
後
、
掘
進
予
定
で
あ
る
武
蔵
野
市
内
の
周

辺
住
民
に
対
し
、
再
発
防
止
対
策
の
丁
寧
な
説

明
を
行
い
、
協
議
を
繰
り
返
し
、
住
民
の
不
安
を

解
消
す
る
こ
と
。

四 　
今
後
、
掘
進
予
定
で
あ
る
武
蔵
野
市
内
の
周

辺
地
域
に
お
い
て
、
事
前
調
査
の
計
画
に
つ
い

て
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
十
分
な
事
前

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
内
閣
総
理
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣
・
環
境
大
臣
・
東

京
都
知
事
宛
て
）

※
な
お
、
同
内
容
の
要
望
書
を
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
お
よ
び
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
宛

て
に
送
付
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
撤

退
と
平
和
の
実
現
を
求
め
る
決
議

　

今
般
の
ロ
シ
ア
が
軍
事
侵
攻
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
を
脅
か
す
行
為
は
、
武
力
行
使
を
禁

ず
る
国
際
法
の
深
刻
な
違
反
で
あ
り
、
国
連
憲
章

に
反
す
る
暴
挙
で
あ
る
。

　

国
際
社
会
の
度
重
な
る
自
制
の
求
め
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
が
侵
略
行
為
を
継
続
し
、
子
ど
も

を
含
む
一
般
市
民
の
犠
牲
と
戦
火
を
拡
大
し
て
い

る
事
態
は
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
国
際
秩
序
か
ら

完
全
に
逸
脱
し
て
お
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
は
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
、
原
子
力
発
電

所
へ
の
攻
撃
と
い
う
全
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
事
態

に
も
及
ん
で
お
り
、
被
爆
国
日
本
と
し
て
、
ま
た
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
被
害
を
受
け
た

国
民
と
し
て
断
固
非
難
す
る
。

　

日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る
平
和
主
義
の
も
と
、
日

本
政
府
は
、
国
際
社
会
と
連
携
し
、
経
済
的
制
裁
の

み
な
ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
た
ち
の
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、
難
民
救
済
を
は
じ
め
人
道
支

援
に
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
の
即
時
撤
退
と
速
や
か
な
平
和
の
実

現
を
強
く
求
め
る
。

議
案
第
二
十
三
号
令
和
四
年
度
武
蔵
野

市
一
般
会
計
予
算
に
関
す
る
付
帯
決
議

　

令
和
四
年
度
一
般
会
計
予
算
中
、
第
四
款
衛
生

費
、
保
健
セ
ン
タ
ー
増
築
及
び
複
合
施
設
整
備
検

討
に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、
現
在
の
基
本
計
画
（
素

案
）は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
子
ど
も
と
子
育
て
支

援
施
設
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
整

備
再
編
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー

の
設
備
に
つ
い
て
は
早
急
な
大
規
模
改
修
が
必
要

で
あ
る
が
、
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
精
査
を
行

い
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
保
健
・
地

域
医
療
の
充
実
に
向
け
て
、
専
門
的
知
見
の
活
用

も
含
め
た
検
討
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
基
本
設
計

の
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
計
画
案
の
議

会
へ
の
報
告
等
、
議
論
を
尽
く
す
場
を
求
め
る
。

議会運営委員会、特別委員会、議会広報委員会委員の変更について

１月４日付の会派の結成に伴い、以下のとおりとなりました。
（辞任、選出いずれも令和４年１月21日付）
≪議 会運営委員会≫  

（辞任）深沢達也議員　→　（選出）山本ひとみ議員
≪外 環道路特別委員会≫  

（辞任）藪原太郎議員　→　（選出）桜井夏来議員
≪議 会広報委員会≫  

（辞任）深沢達也議員　→　（選出）桜井夏来議員

市議会からのお知らせ

■
意
見
付
き
採
択

・
武
蔵
野
市
議
会
の
品
位
向
上
を
求
め

る
陳
情

（
意
見
）
会
議
に
お
け
る
議
事
整
理
、
秩

序
保
持
等
は
、
議
長
及
び
委
員
長
の

権
限
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
議
員
の

賞
罰
に
関
し
て
は
議
会
内
自
治
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
本
人
が
謝
罪
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
決
議
の
提
出
に
は

至
ら
な
い
と
判
断
し
た
。
今
後
も
、
武

蔵
野
市
議
会
と
し
て
、
議
会
基
本
条

例
第
八
条
（
議
員
倫
理
）
に
基
づ
き
、

市
民
の
疑
念
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ

う
、
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

■
不
採
択

・
ワ
ク
チ
ン
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
導
入
中

止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
関
す

る
陳
情
（
※
）

■
継
続

・
井
の
頭
公
園
の
緑
と
環
境
保
全
の
意

見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の

で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員の
グループで、議会活動の一つの基盤となります。
※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番

号です。議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会
事務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　小林　まさよし
ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛
きくち　太　郎　　土　屋　美恵子
与　座　　　武　　小美濃　安　弘

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

小さな声を活かす会 ☎６０－１９４４

桜　井　夏　来　　山　本　ひとみ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

品　川　春　美　　下　田　ひろき


